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研究成果の概要（和文）：幼児期から青年期までの発達障害児・者への心理社会的専門プログラムの開発と実
践、さらにそのプログラムを実践できる支援者養成ネットワーク構築を行った。
主な成果として、（1）ペアレント・トレーニング（PT）の基本プラットホームについて、厚労省支援事業と連
動させることで、内容（コアエレメント、運営、支援者養成）について国内のコンセンサスを得ることができ
た。（2）ソーシャルスキルトレーニング（SST）について、青年期対象の就労準備プログラムを開発と実践、さ
らに普及に繋がる仮想エージエントによるコミュニケーション訓練を導入した。

研究成果の概要（英文）：I performed development and the practice of the psychosocial specialized 
program to children and youth with developmental disorder, the supporter training network 
construction that could practice the program more.
(1) As main result, I was able to obtain domestic consensus about contents (core element, 
administration, the supporter training) about a basic platform of the parent training (PT) by 
linking Ministry of Health, Labour and Welfare support project.　(2) About social skills training 
(SST), I practiced a working preparations program for the youth with developmental disorder, and 
introduced communication training by virtual agent which led to the spread more.

研究分野： 児童精神医学
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ム　こどものQOL

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、青年期発達障害者へのSSTとして、就労準備プログラムを開発し、実践したこと
である。特に奈良先端大学院との共同研究として仮想エージエントによるパソコン画面上でのコミュニケーショ
ン訓練の有効性を確認し、それをAI(人工知能)を持つエージェントに発展させるCREST研究に繋げることができ
たことは、普及への足掛かりとして社会的にも意義が大きい。PTの基本プラットホームを実践しつつ、その内容
についての国内コンセンサスを得られたことも、今後の支援者養成ネットワーク構築に大きく貢献するものであ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ADHD など発達障害への心理社会的治療・支援の重要性については、国内においては 2000 年
頃から注目され、実践されてきており、本邦においても厚生労働省研究班による「ADHD の診
断と治療のガイドライン」において、PT や SST などの専門プログラムが推奨されている。そし
て、発達障害者支援法（2005）、特別支援教育（2007）で早期からの支援が重要視されてくる中
で、2016 年からは障害者差別解消法がスタートすることで、成人期も見据えたライフサイクル
全般での包括的かつ継続的な支援が身近な生活場面で必要となってきている。このようにライ
フサイクルでの支援を考えた場合、希望した時に必要な専門プログラムを受けられること、さら
に疾患特異性尺度だけではなく、本人の社会性、自尊感情、QOL に注目して評価すること、そ
して青年期以降の支援も継続することが重要になってくる。しかし、現時点ではニーズに比べて、
専門プログラム実施機関が少なく、「待ち」の期間が長くなったり、質の担保がされていない支
援が増えてきたりなどの課題がある。特に早期支援の鍵として厚生労働省の施策としても重要
視されている PT については、ニーズの高さから、全国でさまざまなプログラムが実施されてき
ており、地域の実情と参加者のニーズに沿ったプログラムの提示と支援者（インストラクター）
の養成が喫緊の課題である。さらに、青年期発達障害(特に ASD)へのコミュニケーションを伸ば
す支援プログラムの開発も強く望まれている。 
本研究代表者は、上記の診断治療ガイドラインにもかかわるとともに、「ICT 教材を用いた支援
者養成による発達障害児支援プログラムの開発と実践」（基盤 B、2011～2015）により、PT や
SST の日常生活場面と年齢に応じたプログラムの開発と実践、普及を一貫して行ってきた。 
これらの臨床研究の成果を発展させ、多くの発達障害児・者とその家族に還元していくためには、
これまで培ってきた専門プログラムを簡易にしつつも有効性が保たれているプログラムを開発
すること、そしてそのプログラムを実施できる機関・支援者を全国レベルで増やしていくこと、
そしてその際には、評価が難しいと言われる心理社会的治療の効果判定を併用してエビデンス
を蓄積していくことが強く求められる。本研究においては、これらの課題に対応していくために、
PT の基本版の開発と運用も含めた研修マニュアルの策定、オンラインも利用した全国展開でき
る研修システム・ネットワークの構築、これら心理社会的治療の効果判定による質の担保も行っ
ていく。さらに、全国的な課題である青年期発達障害者への SST プログラムの開発にも取り組
む。 
 
 
２．研究の目的 
以上の背景を踏まえて、本研究は以下のことを行う。 
① PT 基本プラットホーム（＊１）を完成するとともに、運営マニュアルを策定して、医療―保
健、福祉機関との連携の元に全国的に実施していく 
② 全国の PT 実施機関、研究者間のネットワーク化を進め、基本プラットホームの普及とオン
ラインも活用した PT インストラクター（＊２）研修システムの構築を進めていく 
③ 青年期 ASD の基本コミュニケーションを伸ばしていけるパソコン上のエージェントを活用
した SST プログラム(*３)を開発するとともに、医療―就労支援機関との連携を元にして実施し
ていく 
 なお、これらのプログラム実施においては本人ならびに家族のニーズを優先しつつ、常に事前
のアセスメントと適応の検討を行ったうえで、過剰な実施とならないような配慮も行っていく。 
 
＊１ PT 基本プラットホームとは、ADHD、ASD など発達障害児あるは発達障害疑い児の親
に対する全国の PT の共通するコア部分として提示するプログラムである。 
＊２ PT インストラクターは PT プログラムの進行を担う支援者であり、発達障害、行動療法、
グループワークの基本知識と技術を要することが求められる。PT 普及において不足しているイ
ンストラクター養成が最も大きな課題となっている。 
＊３ コンピュータ画面上のエージェントとの基本コミュニケーション練習を通常の SST の流
れ（導入、練習、フイードバック）で行うことができるため、より多くの機関での実施が可能。 
 
 
３．研究の方法 
PT については基本プラットホームと運営マニュアルについて、国内の主だった PT 研究者・実施
者の協力のもとに完成し、あわせて評価パッケージについても決定して、各地で研修会を行って
いく。研修会については必要に応じてオンラインも活用しながら、全国で拠点機関を定めて、ネ
ットワーク化していく。SST については青年期 ASD の基本コミュニケーションプログラムを分担
研究者とともにエージェントシステムの進化も含めて開発し、医療機関で実施しながら、就労支
援機関と連携していく。 
 
 
 
４．研究成果 



 
本研究を通して、下記の成果が得られた。 
（１） PT の基本プラットホームの確立 

基本プラットホーム構想は、本研究代表者および日本ペアレントトレーニング研究会にて
推奨してきたが、国内にて様々な形で発展して実施されている PT の共通部分を明示することは
困難であった。その理由としては、ADHD への集団プログラムから発展したもの、ASD への個別プ
ログラム（ABC 分析）から発展したものが主流としてあり、その専門性や対象者に差があること
が大きかった。研究代表者は分担研究者（式部、久保）らと基本プラットホームに沿った PT を
実施してその効果検証を積み重ねるとともに、令和元年度の厚労省支援事業において日本発達
障害ネットワーク（JDD net）が行った PTに関する研究課題において、分担研究者（井上、中田、
式部）らとともに参加して、下記の通り、基本プラットホームを確立することができた。 

基本プラットホームとは、「①コアエレメント（図１）、②運営の原則、③実施者の専門性」
から構成されており、参加者のニーズに合わせてコアエレメントの順序や強調したい点を実施
者が選択できる。運営に関しては、グループで 5回以上のセッションを持つこと、講義だけでな
く、演習やロールプレイ、家庭での実践も含めることが必要である。実施者の専門性については、

コアエレメントの内容を理解して
親に伝えることができること、発
達や行動療法、グループワークな
どのスキルが求められることが求
められる。そして、実施者養成研修
については、これら基本プラット
ホームに沿った研修体制が望まし
い。以上のことについてコンセン
サスを得ることができた。 
 

 
 
 
 

参照 WEB)発達が気になる子どものペアレント・トレーニングマニュアルブック 
    http://iwasaka-kaken.jp/htdocs/ 

 
 

（２） SST の成人期発達障害就労準備プログラムの開発と実践 
成人期発達障害者にとって就労が重要であることは言うまでもない。しかし、成人期発達障害

者は得意不得意の個人差も大きく、就労受け入れ先も支援のポイントが見えづらい点が、就労へ
の大きな壁となっている。また、これまで精神障害者に行われていた SST プログラムは参加者の
自由度が大きく、枠組みがないと混乱しやすい発達障害者にはそぐわないものであった。 
そこで、表 1の内容にて成人期発達障害に特化した SST プログラムを開発して、実施した。ま

た、参加者が 1対 1からの基本コミュニケーション（「聞く」「話す」）を練習しやすいように、
奈良先端大学院で開発されたパソコン上のエージェントによる訓練（図 2、自動ソーシャルスキ
ルトレイナー）もプログラムの中に取り入れた。現在 4クール目を実施中であり、データを蓄積
中であるが、就労準備性スキル、自己効力感は上昇する参加者が多くみられている。さらに、自
動ソーシャルスキルトレイナーにおいても、訓練ターゲットである「うなずく」「笑顔」「大きな
声」などで上昇する参加者が多かった。 

 
参照） 
Hiroki Tanaka, Hidemi Iwasaka, Satoshi Nakamura, Analysis of Conversational Listening 
Skills toward Agent-based Social Skills Training, Journal on Multimodal User Interfaces, 



volume 14, issue 1, pp.73-82, 2020. 
 
（３） その他の成果 

① 学校版 PT 
学校や園において、教員が発達障害のある、あるいはその傾向のある児童生徒に対して PT の

内容に沿った行動理論を活用してかかわることも大切である。石井らは、PT 学校版を受けて発
達障害のある高校生にかかわった教師（治療群）13 名と PT を遅れて受けた対照群 17 名を比較
した。その結果、治療群において生徒の行動や社会的反応、そして教師自身の自己効力感が増し
ていることを示した。 

 
参照） 
Atsuko Ishi, Hiroko Okuno, Takayoshi Nakaoka, Hidemi Iwasaka, Masako Taniike.  
Effectiveness of a Teacher Training Program for Students with Symptoms of Developmental 
Disorders: Data from a Correspondence High School in Japan 
International Journal of Environmental Research and Public Health ( Accepted) 

 
② QOL 尺度の活用 

心理社会的治療を行う際の評価尺度として、本人自身の主観的 QOL を把握することは治療計
画を立てるうえで重要である。本研究では、らが信頼性、妥当性を検証済みである日本版子ども
の QOL 尺度である J-Kidscree52 を用いて、子どもの発達特性との関連、あるいは不登校児の QOL
の特徴について検証した。松浦らは、病院受診した不登校群 70 名と年齢と性別をマッチさせて
対照群 105 名を比較したところ、不登校群では優位に QOL 尺度全般が低下しており、精神科診断
名がつく場合は QOL が低い傾向があったが、ASD に関しては QOL の低下は認められなかった。ま
た、自尊感情が不登校群の QOL に影響を与えていた。これらのことより、不登校児への介入の際
に早期に診断につながる評価を行うことと自尊感情に注目した介入を行うことが重要であるこ
とが示唆された。 

 
参照） 
Satoko Nezu, Hidemi Iwasaka, Norio Kurumatani et.al.: Reliability and validity of the 
Japanese version of the KIDSCREEN-52 health-related quality of life questionnaire for 
children/adolescents and parents/proxies, Environ Health Prev Med, online, Dec.2014 

 
Hiroki Matsuura , Hidemi Iwasaka , Satoko Nezu , Toyosaku Ota , Kosuke Okazaki, Kazuhiko 
Yamamuro , Yoko Nakanishi , Naoko Kishimoto , Junzo Iida , Toshifumi Kishimoto Influence 
of Self-Esteem and Psychiatric Diagnosis on Health-Related Quality of Life in Children 
and Adolescents With School Refusal Behavior. 
Neuropsychiatr Dis Treat. 2020 Mar 31;16:847-858. doi: 10.2147 
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